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1998年 1月 31日に打ち上げられたXUV Doppler Telescope(XDT)は、ようこう、SOHOと共同観測を行なっ
た。XDTの FeXIV211Å画像 (1.8MK) は、SOHO EITの観測する FeIX171Å(1.2MK)、FeXII195Å(1.5 MK)の
2つの低温成分と、FeXV284Å(2.0MK)を結ぶ温度帯にある。ようこう SXTの観測する 2MK以上の高温度ルー
プの足元と低温度成分の対応 (Yoshida et al.,1995)、SXTループ内部の温度分布 (Kano & Tsuneta, 1996)をふ
まえ、コロナループが時間的、空間的にどのように加熱されているのか理解するには 1MK以上の広い温度範囲
での観測が重要である。今回のデータは 1-2MKを 4輝線で、それ以上を SXTで観測しているので、今までにな
い広い温度範囲で一般的な特徴を調べることが出来る。画像全体では EIT171と EIT195, EIT284と XDTの 2
組の相関が高く、SXTの 2MK以上と、XDT, EIT284の 1.8-2MK、EIT171,195の 1.2-1.5MKの 3つの温度階
層からなることが分かる。低温度輝線の EIT171,195では活動領域中心部に、SXTループよりも細く小さいルー
プが密集しており、外側には細く長いループが領域をまたぐように広がっている。これらの低温度ループは足元
で明るくなっているが、足元よりもループ上部で強度の大きくなる SXTの高温度ループと必ずしも空間的につ
ながらず、むしろ互い違いに分布している場合もある。他方、2MK近くの EIT284, XDTの強度分布は、SXT
ループの足元との対応が良い。活動領域の外側の周囲からの混入の少ないの孤立したループでは、頂上近くで
SXT強度が高くなるのに対して、XDT、EIT各輝線では足元付近に強度が集中している。これらより以下の結
論を得た; (1) 低温ループと高温ループの空間的な共存は、各ループの加熱機率が異なっている (時間的に変化し
ている)ことを示しているため、今後は各ループの時間変化を追跡する必要がある。(2) ループ内部では頂上部の
方が温度が高く、熱源が頭頂部にあることを示している。(3) SXTループ構造の「頂点で EMが高い」(Kano &
Tsuneta, 1996)は EITで見える低温ループでは確認できず、高温ループの固有な特徴である。


